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主論文 

脈圧は拡張期血圧と腎機能低下の関連を修飾する：日本特定健診研究 

 

Pulse pressure modifies the association between diastolic blood pressure and decrease in kidney 

function: the Japan Specific Health Checkups Study 
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論文審査の要旨 

 

収縮期血圧（SBP）や脈圧（PP）が腎機能低下リスクと正の相関を示すことはよく知

られているが、拡張期血圧（DBP）の関連については一貫した結果が得られていない。

その背景として、DBP が低い集団には生理的に DBP が低い人と、加齢や動脈硬化などに

よる PP 増大の結果として二次的に DBP が低下した人などの不均質性があり、腎機能低

下リスクに異なる影響を及ぼす可能性がある。 

申請者は、特定健診を受診した 725,022名の一般住民を対象に、DBPと腎機能低下（eGFR 

30％低下）との関連について PPで 3群に層別化して検討した。その結果、SBPはすべて

の PP 群において腎機能低下と直線的に関連していたが、DBP については PP 群によって

その関連が異なり、高 PP 群では、DBP と腎機能低下の間に U 字型の関係が見られ、低

DBP・高 DBPのいずれにおいてもリスクが上昇した。一方、低〜正常 PP群では DBPと腎

機能低下との間に直線的な正相関が認められた。これらの結果は、血圧管理において PP

を考慮した DBPの評価が重要であることを示唆している。 

公聴会の発表は簡潔かつ要点が的確にまとめられたもので、質疑応答においても、PP

が増加するハイリスクの患者像、適切な介入について、ハイリスク群の PPの閾値は？、

PP 増大を防ぐための予防について、eGFR 30％低下の観察期間は、 PP 高値群における

DBP 低値の予後不良の機序が自動調節能低下によるとすれば、SBP 低値でも予後不良と

なるのではないか、平均血圧で層別した場合の結果はどうかという問いに対し、いずれ

も明快かつ適切な回答が行われた。 

PP が DBP と腎機能低下の関連を修飾することを明らかにし、血圧管理における PP の

意義を示した本研究は、今後の CKD進展防止のための診療において大きな意義を有する

と考えられた。以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、

審査委員すべてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに腎臓病態制御医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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